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ALstract
Fridel_crafts acetylation of four kinds of acetoanilides using acetyl chユoride
and aluminum chlottde(AlCIa)Was cOmpared.
As the results of those runs, the easiness in the reactions was found to be
in the order of acetoanilides having following substituents and characteristic
result wzls Obtained on each products.
CH3°>CH3>Cl tt N02
要   旨
逐易た五積と,ド亀う俸粘尾悸財ス望の が:日鞘辮等も[躍3が粋
(AIC13)を用いた Friedel_Craftsァセチル化を行ない C°CH5  C°CH5
比較をした。反応の速さは,CH3°>CH3>Cl=N02
をもつアセトアニリドの順となり,生成物についてはそ   本報では, オルト位にそれぞれメチル基, メトキ
れぞれ特徴ある結果が得られた。 シ基, 塩素およびニトロ基を もつアセトアニリドの
Friedel_Craftsァセチル化反応を行なって, 生成物と
反応性について検討したものである。
1緒   言
塩化アセチルと塩化アルミニウム (以下 AIC13)を   反応の速さは置換基の電子供与性が強ければ速く,電
用いた N―アセチル 0ー-トルイジンの Friedel_Crafts  子吸引基をもっと反応が遅くなった。生成物はいずれの
アセチル化において,著者ら1)は生成物として4-ァセ  場合もアセトアミノ基に対してパラ位に導入され,N―
トアミノ 3ー-メチルアセトフェノンは)と3-ァセトァミ  アセチル 0ー-トルイジンの場合のみ上に示したように二
ノ 4ー-メチルアセトフェノン(2〕を得,その生成比は殆ん  種類のアセトフェノンが得られた。またN―アセテル 0ー-
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45          CS2
60       Not used
75       Not used
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Reaction tiine ; l hr.
























45         CS2
5S-60      Not used
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